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もっとやりたい ぺったんわーるど 

入学したばかりの４月、図工で「ぺったんわーるど」をやりました。最初は青色で、

紙コップとペットボトルキャップを使ってやりました。スタンプのようにおしたり、

ローラーのように転がしたりと思い思いの方法で表現をしていた子どもたちです

が、感触が気に入ったのか、「手でもおしてみたい」ということで、手でおし始める

子も出てきました。存分に楽しんだところで授業の振り返りをすると、Ａさんは「も

っと大きな紙にやってみたい」と自分の願いを語ってくれました。すると、そのＡさ

んの言葉から「いろいろな色をつかってみたい」「他のものも使ってみたい」と、子

どもたちは次々に願いを語り出しました。入学して間もない１年生ですが、自分の思

いを、自分の言葉で堂々と伝えてくれる姿に、たくましさを感じました。 

 そして迎えた次時では、色を赤、青、黄色の三原色に増やし、ぺったんする

ものも、様々なものを用意しました。新しい色や使えるものを見た子どもたち

は、目を輝かせながら、夢中になって活動を始めました。前回以上に様々な模

様が生まれる中で、ＢさんやＣさんは、「赤と青が混ざると紫になったよ」「青

と黄色で押したところが緑っぽくなった」と、色の変色についての気づきを嬉

しそうに語っていました。それぞれが一枚の画用紙の上に出来上がった世界を

楽しんだ後は、いよいよお待ちかねの大きな紙に全員でぺったんをしました。

子どもたちは、こちらの想定を超えてくる程、服や体が汚れることを気にせず、

満足するまで、ぺったんし続けていました。今までとは違い、学級全員で一つ

の紙にぺったんをしたことで、友だちと相談しながら模様を作ったり、友だち

と自分がつけた色や模様の違いを味わったりと、また新たな楽しみ方もしてい

ました。出来上がった作品を見た子どもたちは「おー！！」と世界に一つだけ

の自分たちの作品に見入っていました。子どもたちの願いが生み出した「ぺったんわーるど」、最高に楽し

い時間でした。 

1 年 1 組 
あんなことしたい こんなことしたい 

～やってみたいが溢れる毎日～ 
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みんなでつくりたいな わたしたちの○○ 

 ５月、ペア学級の６年１組さんが中核活動で行なっている『むら作り』を見学させてもらいました。見学

を終えて教室に戻ってきた子どもたちは、「ぼくたちも何かつくってみたい」と口々にやってみたいことを

語り出しました。そこで、今年度の中核活動でどんなことをしたいか、話し合いを始めました。 

 思い思いにつくりたいものを出し合う話し合いが続きましたが、「お家をつくりたい」や「秘密基地をつ

くりたい」といった、「みんなで大きなものをつくる」という方向にまとまりました。家なのか秘密基地な

のかは決まっていませんが、Ｄさんが「寝そべって過ごしたい」と語れば、Ｅさんは「椅子も作ってくつろ

ぎたい」など、子どもたちの思いとして共通しているのは憩いの場にしたいということでした。そこで、そ

ういった思いを共通して叶えられそうな建物を構想し、制作を始めました。 

 制作を始めるにあたり、まずは学級園の草取りを行いました。雑草が

生い茂り、地面も見えない状態の学級園でしたが、子どもたちは一生懸

命に草取りに励んでいました。なかなか抜けない太い雑草を目の前にし

たＦさんが、『おおきなかぶ』に出てくるセリフのように、「うんとこし

ょ、どっこいしょ！」と声を上げると、そこに連なって『おおきなかぶ』

の登場人物のように声を掛け合いながら草取りに励む子どもたちでし

た。何でも楽しみながら活動する子どもたちの姿に、思わず同じように

楽しんでいる教師がいました。 

草取りが終わると次は測量です。向日葵がちょうど壁のように咲いていたので、その向日葵の壁の間に建

物を建てることにしました。そこで長さを測ってみると、縦２ｍ、横４ｍ程の空間があることがわかりまし

た。実際に建物のスペースとなる場所に子どもたちと入ると、「みんなで入ると狭いけど、なんだか落ち着

く」や「ひまわりさんに囲まれてひまわり畑にいるみたい」と、子どもたちは口々に自分の思ったことを声

に出していました。 

 場所が決まり、制作に取り掛かると、子どもたちは率先して行動を始

めました。まずは、柱を建て、床板の土台を組んでいきます。柱を建てる

ために、穴を掘り、柱を固定する小石集めをしました。穴も柱が抜けない

ように深く掘る必要があります。学級園の土が硬かったのですが、ここ

も力を合わせ何とか穴を掘りきることができました。そして掘った穴に

小石を敷き詰め、ついに柱が建ちました。柱が建った時は、子どもたちも

思わず「すごい！」と歓声をあげていました。その後の床板の土台作りも

無事に終わり、夏休み前の制作は一段落となりました。夏休み明けは、

床、壁、そして屋根と進んでいく予定です。夏休み明けの制作も、今からとても楽しみです。 


